
１．はじめに

　筆者はこれまで 10 数年間にわたり保育者

養成校でピアノ演奏、弾き歌いの指導を行っ

てきた。その際のリズム指導では、まず、学

生自身に、または、筆者と一緒に１ト２トな

ど数えながら拍をとり、リズムをたたいたり

弾いたりしてきた。クラッシックピアノ専攻

の筆者も同じ様な教育を受けてきた。しかし、

数年前より筆者が受講しているジャズピアノ

講座における、リズム演習を経験し継続する

ことにより、これまで行ってきた方法だけで

は十分なリズム指導にならないのではないか、

学生が保育現場で行う音楽活動にもっと近づ

いたリズム感をできるだけ早く身に付けてほ

しいと考え、まず、拍を聴く、すなわち連続

して打たれている音を聴くことから始め、次

にそれを聴きながら一緒にリズムをたたいた

り、旋律や和音を弾く演習を提示した。また、

それらの演習は断片的ではなく、一曲を通し

て行うことが必要であると考えた。クラッシ

ックのピアノ曲の演奏時には、メトロノーム

を曲を通して使用することはまずない。メト

ロノームは速さを決める時に用いるもの、と

して使用していた。。しかし、保育現場で多く

触れるであろう曲のほとんどは２，４拍子系の

躍動感のある曲なのでクラッシックの演奏法

ではなく拍のきざみにきっちりはめる演奏ス

タイルであると判断し、そのような演奏法を

めざすため、授業において、メトロノームを

多く用いて学生達に拍を聴いてもらい、また

携帯電話にメトロノームのアプリを取り込ん

でもらい、拍を常に意識してもらうようにし

た。

２．ジャズピアノ講座におけるリズム演習

　まず、筆者が受講しているジャズピアノ講

座におけるリズム演習の一部を紹介する。

資料 Aにあるように、この演習は左手でベー

スラインを弾きながら①～⑯のように右手で

バッキング（伴奏の意、通常は左手で弾く）

を入れる演習で、必ずメトロノームを使用す

る。

　バッキングは１拍目のアタマ、１拍目のウ

ラ、２拍目のアタマ、２拍目のウラ、３拍目

のアタマ、３拍目のウラ、４拍目のアタマ、

４拍目のウラの８パターンある。①～⑧は１

小節目にバッキングを入れ、２小節目は休み、
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⑨～⑯は１小節目は休み、２小節目にバッキ

ングを入れる。

　これを 12 小節のコード進行を基本としたジ

ャズのスタイルの１つであるブルースにあて

はめたものが資料 Bである。

２拍目のウラと３拍目のアタマにバッキング

がある楽譜を例に挙げた。右手が休みの時は

左手のベースラインとメトロノームの Beatの

みになり、それを聴きながら右手は次のバッ

キングの準備をする。

　この演習では、何拍目にバッキングを入れ

るのか、それがアタマなのかウラなのか、と

いうことをよく認識することが必要でメトロ

ノームの Beatを注意深く聴くようになる。

　筆者はこの演習を通して拍に対する意識が

ずいぶんと高まったと感じるようになった。

　そこでこの演習をもとに、メトロノームを

使用するリズム指導を行った。

　メトロノームを用いた授業展開に関して、

本稿では今回、次の４曲のピアノ曲を取り上

げた。

３．授業における実践

⑴　♩（四分音符）をどう感じて演奏するか。

「こいぬのマーチ」（譜例１）

　四分音符を八分音符２つ分の Beatで感じて

弾くことにより、正しいリズムで元気よくこ

の曲が表現できると考え、次のような練習方

法を提示した。そしてその練習過程を授業内

で一人一人確認した。

① テンポは♩＝ 120と表示されているが、　

拍を倍にとり、♪ =190~240に設定す

る。ウラ拍がはっきり聴こえることを

確認する。

② メトロノームのきざみを聴きながらま

ずメロディを歌う。その後、右手の練

習をする。

③ メトロノームのきざみを聴きながら左

手の練習をする。その後左手を弾きな

がら右手部分ドレミ唱で歌う。

④ 曲全体の雰囲気をつかんでもらう

ため、右 手（学 生）＋筆 者の伴 奏

の形で全体を通す。
⑤ 両手練習をする。ゆっくりから始めて

メトロノームのきざみを聴きながら弾

けるようになるまで、繰り返し弾く。

　授業ではメトロノームを使用しての片手の

演奏を必ずチェックして、学生がメトロノー

ムの Beatに乗って弾けているかを確認した。

その際、片手演奏においては、初心者であっ

てもできるだけテンポ表示に近い速さまで繰

り返し練習すること、と伝えた。これは、現

場で実際に演奏するであろうテンポにたとえ

右手だけでも近づけておくことで、その曲の

持つ雰囲気を体得できるからである。

⑵　 （付点四分音符）の理解への導き方
「バイエル 48 番」（譜例２）　

① 左手の♩を♪ =140 位で弾く。３拍子

なので、八分音符が１小節の６つ入る、

これを６本の柱が立つとイメージす

る。メトロノームのきざみを聴きなが

ら左手の四分音符を弾く。

② メトロノームのきざみを聴きながら右

手メロディを歌う。付点四分音符のミ

の音を延ばしている時に八分音符３つ
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分のきざみが聴きとれるまで繰り返し

歌う。

③ ②が充分にできるようになったら、右

手の練習を行う。

④ 両手でゆっくり弾けるようになった

ら、徐々にメトロノームのきざみを聴

きながら弾けるようにしていく。

「バイエル 52 番」（譜例３）

　バイエル 52 番は８分の６拍子である。１小

節に付点四分音符が２つずつ入る２拍子であ

る、と理解して演奏するので、左手の分散和

音の八分音符３つを付点四分音符の和音にし

てメトロノームの八分音符のきざみを聴きな

がら弾く演習を提示した。和音をおさえなが

ら、３つ分の Beatを聴き、メロディを歌うこ

とにより、２拍子を感じることができるとと

もに、付点四分音符が八分音符３つ分である

ことが身体で感じ取れるようになる。さらに、

この曲は２種類の和音が出てくる。言い換え

れば、２種類の和音によって構成されている

ことを学生に気付かせることができる。

⑶　 のリズムを身体でどう感じ取るか。
「バイエル 88 番」（譜例４）

　バイエルピアノ教本では 88 番で のリズ

ムによる主旋律が扱われている。保育者養成

校での必修として次なる課題である「こども

の歌」にはこのリズムが頻出するので、88 番

でしっかりと身に付けたいところである。

まず、資料 Cのリズム譜を示す。

（資料 C）

メトロノーム♪＝ 120を聴きながら①～④を

順番に手拍子する。これを何度も行ったのち、

順番を変えてさらにたたく。この後③と④を

繰り返す。そして a ➡ bを指しこの曲の冒頭

部分の ♩♩リズムを導き出す。

⑷ 演習においてのさまざまな工夫

　授業では、演習過程において、さまざまな

オプションを付けて進める。

ⅰ．右手がテンポ表示近くまで弾けるように

なると、筆者が隣で伴奏する。

　それも、楽譜に書いてある左手部分ではな

く、リズミカル且つサウンドがよりリッチに

なるバージョンを選んで、華やかに演奏する。

そのようにして筆者と連弾する事により、学

生はその曲の持つ雰囲気を直に味わうことが

できる。

　それは更により良い効果をもたらし、後ろ

で順番を待つ学生たちもその演奏を聴き、一

緒にメロディを口ずさんだり、体を動かすな

どして楽しんでいる様子がうかがえた。筆者

はまた、後ろで待つ学生に対して、机で両手

で交互に八分音符のリズムをたたかせたり（即

ち、メトロノームのきざみ）指揮をさせたり

して、拍に対する意識づけを促した。
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ⅱ．こいぬのマーチを使って既述したジャズ

ピアノ講座のリズム演習を実践。

　学生に演奏してもらい、筆者の指示により

他の学生は１拍目だけ、２拍目だけ手拍子し

たり、１拍目と３拍目、だんだん難しくして

１拍目と４拍目、という演習を行った。最初

は拍のオモテのみ行うが、できるようになっ

たら、１拍目のウラ、２拍目のウラなど、と

指示を出す。また、「あなたは何拍目、あなた

は何拍目」と担当する拍を指示して行うなど、

こいぬのマーチだけでもさまざまな演習方法

を授業で実践した。学生は自身で何拍目に手

拍子するかという感覚を必死で持とうとする

姿勢がみられ、拍に対する意識が高まってき

たとみられた。

　ピアノの授業は一コマ 90 分を半分にして

３～４人で行うが、個人レッスンだけでなく、

同じ時間を共有するグループ学習も効果的で

あると感じた。

　こどもの歌の弾き歌いでも同じような演習

が必要であると考え、以下の曲で実践した。

＊アイアイ、線路は続くよどこまでも、おも

ちゃのチャチャチャ、ジングルベル、むすんで

ひらいて、手をたたきましょう、など。

ⅲ．ピアノ曲でリズムアンサンブルをする。

「ブルグミュラー 25の練習」より『アラベスク』

を取り上げた。（譜例５）

　非常にポピュラーな曲であるが、初級者が

演奏するのには大変厳しい。しかしながらバ

イエルの終了後に課題として課されるため必

ず弾かなければならない。初級の学生がなん

とか最後まで弾けるようにしてくる努力は素

晴らしいものである。難しい曲にチャレンジ

し、弾けるようになった、という自信はつく

であろう。しかし、本当に曲を理解し、その

曲を味わっているか、聴きながら演奏できて

いるかといえば、それは怪しいと思われる。

　そこで、その曲のリズムだけでも味わい、

身体に残るようにしていけると、この曲に取

り組んだ成果がより上がるのではないかと考

え、学生６人を２つのグループに分け、それ

ぞれ右手部分、左手部分のリズムをたたいて

もらいリズムアンサンブルで全体を通した。

この結果、

　曲全体の躍動感ある雰囲気がつかめ

た。

　相手のリズムを聴いて合いの手を入

れるように、自分がたたく箇所があ

る。

　相手と同じリズムをたたく箇所があ

る。その時は全員がそろうようにす

るためお互いを見る。

　最後の音は全員がそろうように誰か

が合図する必要がある。
以上のようなさまざまなことが解ってきた。

この演習は保育現場における音楽活動におい

て、非常に有効であると考える。

４．まとめ

　以上４曲を取り上げたが、どの曲において

も、学生にはたとえ初級者であっても片手、

特に右手メロディについては、仕上がりテン

ポで弾けるまで繰り返し練習するように伝え

てきた。それはその曲の持つ雰囲気、特に保
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育現場で多く取り上げられる躍動感のある曲

をしっかり体得しておく必要があるからと考

えるからである。

　たとえ、片手だけの演奏であっても適切な

テンポできちんと拍をとり、正しいリズムで

演奏していれば、充分表現でき、現場で通用

する、と考える。

　自身で正しく拍をとり、正確にリズムが演

奏できるようになるためには、まず、連続し

てきざまれた拍を、断片的にではなく、曲１

曲分を通して聴きながら演奏するところから

始める必要がある。また、一人で演奏してい

ても常に誰か（この場合はリズムをきざむド

ラムなど）と一緒にアンサンブルしているイ

メージを持つことが大切である。即ち、メト

ロノームのきざみを聴きながら弾くというの

は、アンサンブルをしているという意識なの

である。

このような演習を重ねていくと、次第にメト

ロノームなしでも、拍のきざみが身体の中で

自然にイメージできて、正しいリズムで演奏

できるようになる。

　ピアノの基礎を学ぶ早い段階から、これら

の演習が必要であり、鍵盤に触れる前にリズ

ムをたたいたり、歌ったりすることにもっと

時間をかけたほうがよいのではないか。乱暴

な言い方になるが、身体にその感覚をたたき

込む、感じ取らせることが大切なのである。

学生の中には、次はどの指でどの鍵盤を打鍵

するかということだけを必死で覚えてくる者

がいる。その努力は素晴らしいが、ともする

とその演奏は、ただ音が並んでいるだけなの

である。そのようなアプローチでの演奏は現

場における音楽活動に対応できないであろう。

学生の中には、今まで提示した練習方法を着

実にこなした結果、拍の意識がかなり高まり、

演奏にその成果が見られる者が多くいる。

　今後も引き続きこの方法で授業を展開する

とともに、更に保育者養成校での最終的な目

的である「弾き歌い」に繋げられるような授業

展開を探求していこうと考えている。
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資料 A
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資料 B

２拍のウラにバッキングを入れる

３拍目のアタマにバッキングを入れる
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（譜例１）

（譜例２）
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